電波不感地帯用
中継型無線通信システム
特定小電力無線
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取扱説明書／保証書
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COM･PASS special
株式会社スタンダード
はじめに
· お買上げいただきまして、まことにありがとうございます。
· お使いになる前に、この取扱説明書を良くお読みのうえ、この取扱説明書は大切に補完しておいてください。
· 本機は、国内仕様です。海外ではご使用になれません。
· 本機は、2台以上のYRP301Mを接続することで、ご使用いただくことができます。
· STANDARDブランドの子機をご使用の場合は、デジタルモードはご使用になれません。
機器の説明
   無線アンテナ部           モード切替SW
                                 チャンネル設定SW

                                       音量ツマミ      締込み用ビス
 無線機本体

                                     ケーブル接続端子

      ヒューズ
                                 フロントケース
使用方法
本機を２台以上接続して、他の携帯用無線機との連絡を行います。
必ず本機と、携帯用無線機のチャンネルおよびグループ番号を合わせてからお使いください。
＜注意・１＞
STANDARDブランドの携帯機は、本機とはチャンネル番号が異なります。
本機の12CHが、STANDARDブランド機の中継1CHとなります。
＜注意・２＞
STANDARDブランドの携帯機は、本機のデジタルモードでのご使用は出来ません。アナログもしくは、チャンネルのみの設定でお使いください。
1． 本機に、DC13.8Vの電源を供給してください。
2． 本機を２台以上専用シールドケーブルで接続してください。
（接続方法は、導入マニュアルを参照ください。）
3． 本機と、携帯機のチャンネルを合わせてください。
（携帯機のチャンネル設定は、それぞれのマニュアルを参照ください．）
4． 本機のモード（アナログ）と、携帯機のモードを合わせてください。（デジタルは使えません）

5． YCX885Aの接続ができます。
（使用方法は、YCX885Aのマニュアルを参照ください｡）
ご使用になる携帯機は、それぞれチャンネルの設定方法やご使用方法が異なりますので、携帯機のマニュアルをお読みになってから本機をご使用ください。
通話時間について
本機から連続送信できる時間は、法律で3分以内と定められています。
3分を超えると、自動的に終話いたします。
YRP301Mチャンネル設定／変更方法
＜アドバイス＞
アナログトーン番号は、01 ～ 38までの中から任意に設定することができます。
デジタル番号は、00 ～ 99までの中から任意に設定することができますが中継機能は動作致しません。
· ＭＯＤＥボタンは押すたびに
① １桁目を合わせます。      　　　 ② １０桁目を合わせます。
        ③ 番号を決定する。 　　     ①へもどる。
   の動作を行います。
＜アナログトーンの使い方＞
1  本体電源及び、無線機の電源を入れる。（無線機はツマミをまわす）
2  ▲または▼ボタンを押して使用したいチャンネルに合わせます。
3  ディスプレイに「Ｔ」が点灯するまでMODEボタンを押し続けます。
4  MODEボタンを0.5秒以上押し続けるとトーン番号の１桁目が約5秒点滅しますので、▲/▼ボタンを押して希望の番号に合わせます。
5  最後にMODEスイッチを押してトーン番号を決定します。
＜デジタルの使い方＞　このモードでは中継機能を致しません
1  本体電源及び、無線機の電源を入れる。（無線機はツマミをまわす）
2  ▲または▼ボタンを押して使用したいチャンネルに合わせます。
3  ディスプレイに「Ｄ」が点灯するまでMODEボタンを押し続けます。
4  MODEボタンを0.5秒以上押し続けるとデジタル番号の１桁目が約5秒点滅しますので、▲/▼ボタンを押して希望の番号に合わせます。
5  最後にMODEスイッチを押してデジタル番号を決定します。 
＜キーロックのかけかた＞
1  チャンネル設定が終了したら、一旦無線機の電源を切ります。
2  MODEボタンを押しながら、再度無線機の電源を投入してください。
3  ディスプレイに鍵のマークが点灯したら操作は終了です。
4  この操作を繰り返すと､解除されます。
保証・アフターサービスについて
· この製品の保証期間は１年間です。
· この製品には、保証書がついています。
· 保証書は、記入事項をよくご確認のうえ大切に保管してください。
· 保証期間でも有償となることがあります。保証書を良くご確認ください。
· 保証期間経過後においても、修理が可能なものは､お客様のご要望により有償修理いたします。
なお修理内容によっては、修理費が高額になる場合もありますのでご了承願います。
· アフターサービスや修理の際は、必ず販売店へお申しつけください。
付属品・推奨品およびオプション
＜付属品＞
· 取扱説明書
· 保証書
· 取付け用アングル
· 予備ヒューズ
＜推奨品＞
· FTH-301M （BOOMER PRO）／ FTH-105 ／ HX815 ／ HX809 ／ HX811

＜オプション＞
· YCX885A （基地局コントローラー）
弊社営業所一覧

      名  称                          住      所                           電 話 番 号
    札幌営業所                  札幌市中央区北2条7-82                    011-231-5000     

  仙台営業所                  仙台市太白区長町3-7-13                    022-308-3466

    東京営業所                  東京都目黒区中目黒4‐8‐8   　　             03-3719-2171

    名古屋営業所                名古屋市名東区本郷2-75                    052-776-8521

    大阪営業所                  大阪府吹田市広芝町5-3                     06-6337-6501

  広島営業所                  広島市中区国泰町1-3-29                    082-243-7228

    福岡営業所                  福岡市博多区比恵町4-8                     092-441-9121

    開発東京営業所              東京都目黒区中目黒4‐8‐8　　                03-3719-2002 

    開発大阪営業所              大阪府吹田市広芝町5-3                     06-6337-6501
